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〈要　　約〉
「差別はいけないこと」という“たてまえ”としての意識は定

着しているが、問題によって、町民の反応は異なっており、人

権感覚は必ずしも好転しているとはいえない

質問1下のことについて、あなたの考えをおたずねします。

あなたのお考えに近い項目の番号に○印をつけてください。

間1－1　ある会社の入社試験で、成績の良かったAさんは

不採用となり、Aさんより下位の成績のBさんが採

用になりました。それは、Aさんには父親がなく、

Bさんは両親が健在なことがわかったからです。こ

のような会社のやり方について、どう思われますか。

間1－2　　C君とDさんの結婚にC君の親が反対しています。

それは、Dさんの親るいにかつて犯罪をおかした人

がいることがわかったからです。このようなC君の

親の態度について、どう思われますか。

間1－3　　会社によっては、たとえ定年は男女同じであっても、

男性に比べて女性は早く退職するのがならわしにな

っているところがあります。このような会社のなら

わしについて、どう思われますか。

開1－4　　あるマンションの家主は、入居申し込みの人が在

日外国人であることがわかり、貸すことを断わりま

した。こよのうな家主の態度について、どう思われ

ますか。

間1－5　　ある人が、子供の通学に便利がよいので買おうと

した家が、同和地区内にあることがわかったので、

その人は買うことをやめました。このような態度に

ついて、どう思われますか。

開1－6　　ある市が、障害者のための施設を建てようとした

ところ、地元の住民から反対運動がおこってきました。

こうした住民の態度について、どう思われますか。

1．差別だと思う

2．差別とはいえないと思う

3．いちがいにはいえない

○

昨
年
八
月
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
同
和
問
題
町
民
意
識
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
あ
忙
し
い
中
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

票
に
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
万
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
調
査
対
象
は
、
「
一
七
三
名
で
回
収
率
は
八
三
・
八
％
で

し
た
。
調
査
票
は
大
阪
市
の
　
（
財
）
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
理
事
企
画
委
員
長
で
あ
る
山
本
登
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

及
び
同
セ
ン
タ
ー
企
画
委
員
中
川
喜
代
子
奈
良
教
育
大
学
名
誉
教
授
の
研
究
室
に
調
査
集
計
・
分
析
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
報
告
い
た
し
ま
す
。
地
域
で
職
場
で
ご
家
庭
で
ご
活
用
下
さ
い
。

∴
」
二
・
十

田
恩
義
殻
鍋
蓋
◎
徳

～
人
権
文
化
あ
ふ
れ
る
江
府
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
～
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右
に
あ
げ
た
六
つ
の

問
題
は
、
い
ず
れ
も

〝
差
別
〟
と
い
う
べ
き
現

象
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
少

な
く
と
も
回
答
者
の
七

十
～
八
十
％
が
「
〝
差

別
〟
で
あ
る
」
と
憤
り

を
感
じ
て
も
ら
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
「
母
子
家

庭
と
い
う
こ
と
で
就
職

で
き
な
か
っ
た
」
と
か

「
同
和
地
区
内
に
あ
る

住
宅
を
購
入
す
る
の
を

見
合
わ
せ
た
」
と
い
っ

た
行
為
に
対
し
て
は
、

全
体
の
六
割
前
後
が

「
差
別
だ
と
思
う
」
と

回
答
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
「
息
子
の
結
婚

相
手
の
女
性
の
親
る
い

に
か
つ
て
犯
罪
を
お
か

し
た
人
が
い
る
と
い
う

理
由
で
反
対
し
て
い
る

親
」
　
の
態
度
や
、
「
女

性
社
員
が
男
性
よ
り
早

く
退
職
す
る
な
ら
わ
し

と
な
っ
て
い
る
会
社
」

の
慣
習
な
ど
に
つ
い
て

は
　
「
差
別
だ
と
思
う
」

と
応
え
た
の
は
四
割
前

⑳

後
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
「
在
日
外
国
人
に
家
を

貸
す
の
を
断
わ
っ
た
家
主
」

「
障
害
者
施
設
の
建
設
に
反

対
運
動
を
し
て
い
る
住
民
」

の
態
度
な
ど
も
ふ
く
め
て
、

「
い
ち
が
い
に
は
い
え
な

い
」
と
い
う
唆
味
な
回
答
が

三
十
～
四
十
％
近
く
を
占
め

て
い
る
の
に
対
し
て
、
人
権

問
題
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の

啓
発
活
動
の
直
接
の
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
　
「
同
和
問
題
」
　
や

ど
こ
に
で
も
あ
る
身
近
な
母

子
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
就

職
に
お
け
る
処
遇
と
い
っ
た

こ
と
に
は
敏
感
に
反
応
で
き

る
こ
と
か
ら
「
い
ち
が
い
に

は
い
え
な
い
」
と
い
う
回
答

が
比
較
的
少
な
く
な
っ
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
問
題
に
よ
っ

て
〝
差
別
〟
だ
と
受
け
止
め
る

態
度
に
違
い
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
「
何
が
差
別
な
の

か
？
」
　
「
何
が
人
権
問
題
な

の
か
？
」
　
に
つ
い
て
、
基
本

的
な
理
解
が
必
ず
し
も
十
分

と
は
い
え
な
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

“差別”についての考え方図1

間1－1
母子家庭と就職

間1－2
親るいの犯罪と結婚

間1－3
性別と走年

間1－4
在日外国人と貸家

間1－5
「同和地区」と住宅購入

間1－6
障害者施設と反対運動

全
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
例
え

ば
、
啓
発
活
動
へ
の
接
触
状
況
や

「
同
和
間
邁
」
　
の
解
決
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
意
見
・
態
度
な

ど
に
よ
っ
て
、
〝
差
別
〟
と
受
け
止

め
る
感
度
は
か
な
り
異
な
っ
て
い

ま
す
が
、
回
答
者
の
属
性
別
に
み

ま
す
と
、
二
十
歳
代
～
三
十
歳
代

な
ど
比
較
的
若
い
年
齢
層
や
「
公

務
員
・
教
員
」
な
ど
で
は
「
差
別

だ
と
思
う
」
と
い
う
答
え
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
属

性
の
人
び
と
は
〝
た
て
ま
え
“
と
し

て
の
　
「
模
範
的
回
答
」
を
熟
知
し

て
い
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

大
切
な
こ
と
は
、
「
同
和
問

題
」
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
、
た
ん
な
る
知
識

と
し
て
「
知
っ
て
い
る
」
こ
と
で

は
な
く
、
日
常
の
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
〝
場
〟
で
、
「
オ
カ
シ
イ
？
何
と

か
し
な
け
れ
ば
…
！
」
と
気
づ
き
、

問
題
解
決
へ
一
歩
踏
み
出
そ
う
と

す
る
態
度
と
問
題
解
決
へ
の
道
筋

を
具
体
化
し
て
い
く
技
能
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
『
人
権
教
育
の
た

め
の
国
連
十
年
』
　
の
行
動
計
画
を

は
じ
め
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

／
地
球
規
模
で
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識

し
、
新
し
い
人
権
教
育
・
人
権
啓

発
の
内
容
と
手
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

◎
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▲
入
善
偏
頗
事
業
言
古
策
定
飴
■
ま
る

4

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
に
向
け
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
住
民
や
各
種
団
体
代
表
者
・
福
祉
医
療
関

係
者
な
ど
が
集
ま
り
、
本
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
や
種
類
な
ど
目
標
を
定
め

制
度
の
円
滑
な
運
用
を
め
ざ
し
策
定
す
る
も
の
で
す
。

策
定
委
員
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

▲第1回目の会合が開かれた介護保険事業計画策定委員会

江
府
町
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
委
員
会
の
初
会
合
が
四
月
三
十

日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
あ
り

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
福
田
町
長
か
ら
委

員
の
み
な
さ
ん
に
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
を
受
け
た

方
々
は
、
介
護
者
・
老
人
ク
ラ
ブ
・

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
・
民
生
児

童
委
員
協
議
会
・
江
尾
診
療
所
な

ど
住
民
・
各
種
団
体
の
代
表
者
二

十
人
　
（
男
性
九
人
　
女
性
十
一

人
）
　
で
す
。
委
員
会
は
、
会
長
に

中
村
眞
佐
雄
委
員
、
副
会
長
に
仲

嶋
勝
利
委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
事
務
局
か
ら
計
画

の
概
要
及
び
制
度
の
説
明
が
行
わ

れ
、
今
後
数
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
十
二
年
三
月
ま
で
に
計
画
の

策
定
を
終
え
る
予
定
で
す
。

行 西
遊
康

酉
寵
靡

町 鳥
取
西

匡l
民
健

江 社
会
チ
ロ
芸
食
生
活

デ
フ
女
性
間

身
体
老
人
民
生
被

保

被

保

被

保

家
庭
家
庭
所

政 撃

ン

寧

ン

議

会

部
農
業

康
保
墜

尾

診

福
祉
里
荒
養

7
改
善
推

／
テ
ィ
ア

E】題
地
域

障
雲巨仁コ者

ク
ラ
児
童
委
険 険 険 介

護
介
護
属

代 夕l
夕
l 代
協
同
運
営
協
療
協
議

要
人
進
協
団
体
護
進
福
祉
フ
連
∠ゝ

貞
埠
者

代

者

代

者

代

者
代
者
代
団

表 笹 壁 表
組
合
禁
云
所
P
Aコミ
ホ
l
ム

議
∠さ、云
代
表
A表 協
会
口
．∠ゝフ言
議
∠ヽ、
コ：く
表 表 表 表 表 体

藤 井 原

豊

越 佐
々
中 武 橋 中 山 河 田 加 伸 生 加 堀 新 下 加 委

員

名

原

要

上 峠 木 村 地 谷 野 本 上 中 藤 嶋 田 藤 田 見 村 藤

努

聖 恵 玉 ヒシ県 幹 久 義 フ 紀 み 武 勝 春 豊ロ
典 俊 禎

子
美
子 枝
佐
雄 夫 美 久 エ

恵
子
そ
の 夫 利 美

代
枝 子 明 子

介
講
保
険
た
つ
い
て
の
説
明
会
を

各
策
箔
で
行
い
ま
す

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
役
場
担
当
課
職
員
が
、
各
集
落
に

出
か
け
介
護
保
険
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

現
在
ま
だ
保
険
料
額
な
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
た
め
、
主
に
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

日
程
等
詳
し
く
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
案
内
い
た
し
ま
す

の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
福
祉
保
健
課
介
護
保
険
対
策
室
仝
W
－
3
2
2
3
）
　
へ
。

●

◎
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傭庵帝哲感馳降参巳随か
【乳児用チャイルドシート】

【幼児用チャイルドシート】

▲4カ月位～4歳までの幼児

に使用します

チャイルドシートを
着用していないと、
着用しているときに
比べて、事故時の致
死率が8倍にもなり
ます。シートベルト
が大人の命を守るの
と同様に、チャイル
ドシートが子供の命
を守るのです。
■新生児～9カ月位までの乳児
に使用します

【ジュニアシート】

▲3歳位～8歳までの子供に

使用します

●チャイルドシートは、なるべく後部座席で使用して

ください。エアバッグの付いている自動車の助手席

では、安全を十分確保できないことがあります。

●3種類のシートの中から、子供の成長にあったもの

を選びましょう。

●子供かチャイルドシートを嫌がらないように、乳児

期から着用を習慣づけてあくことが大切です。

⑧

ら
せ
る
。
大
人
用
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
。

よ
く
見
か
け
る
光
景
で
す
ガ
、
ど
ち
ら
も
大
き
な

危
険
が
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。

抱
っ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
命
は
守
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
命
を
守

自
動
車
に
子
ど
も
を
乗
せ
る
と
き
、
あ
な
た
は
ど

う
し
て
い
ま
す
か
？
あ
母
さ
ん
の
ひ
ざ
の
上
に
座

チ
ャ
イ
ル
ド

ー
ト
で

～

○防護対策は万全に！

哲留汐

安全な草刈作業のポイント
刈払機を使う時には、面倒からすに防護メガネや安全靴、すね当て、

肩掛けベルトなどを使用して、自分の安全は自分で確保しましょう。

靡立与
○作業の前に、傾斜、
異物、障害物を確認！
草むらの中は危険がいっぱい
です。あらかじめ、足場の具合
石や切り株、標識等の障害物の
有無を確認し、空き缶等かあれ
ば片付けてあきましょう。

○作業中は、足下、周囲に気を配って！
傾斜地や雨の中では転倒しないように足場を確かめながら作業す
ること、できるだけ周囲には人を近づけない、近づかないことが大
切です。

また、つまりの除去等刃の付近に近づける時や体勢を変える時な
どには、必ずエンジンを止めることを忘れないでください。
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轟鴨鍋尾篭
春の叙勲受章者が、4月29日総理府から発表され、鳥取県関係では53人、
江府町では2人の方が晴れの受章者に決まりました。

軌
五
等
瑞
宝
章
（
地
方
自
治
功
労
）

白
石
秀
之
さ
ん
（
本
こ

◎
地
方
自
治
功
労
に
よ
り
勲
五

等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
た
白
石

秀
之
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
八
年

か
ら
六
期
二
十
四
年
に
わ
た
り

町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
さ
れ

町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

白石秀之さん

動
六
等
瑞
宝
章
（
児
童
福
祉
功
労
）

藤
原
敏
江
さ
ん
（
池
の
内
）

◎
児
童
福
祉
功
労
に
よ
り
勲
六

等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
た
藤
原

敏
江
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年

か
ら
平
成
九
年
ま
で
保
母
と
し

て
三
十
五
年
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、

児
童
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

藤原敏江さん

合
銀
と
指
定
金
融
機
関
に

つ
い
て
正
式
調
印

町
報
で
も
、
す
で
に
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
江
府
町
の

公
金
の
と
り
ま
と
め
を
す
る
指
定

金
融
機
関
に
山
陰
合
同
銀
行
が
決

ま
り
、
四
月
三
十
日
、
役
場
町
長

室
で
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
場
か
ら
福
田
町
長
を
は
じ
め

町
執
行
部
、
川
端
議
長
。
山
陰
合

同
銀
行
側
か
ら
本
生
常
務
取
締
役

ほ
か
三
名
が
出
席
し
て
正
式
に
調

印
が
行
わ
れ
、
福
田
町
長
が
「
出

納
事
務
の
効
率
化
・
適
正
化
が
い

っ
そ
う
進
む
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
実
施
に
向
け
て
概
略

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

ト
調
印
書
に
サ
イ
ン
す
る
福
田
町
長

五
月
晴
れ
の
も
と
芝
生
の

上
で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

第
四
回
溝
口
警
察
地
区
交
通
・
地

域
安
全
親
善
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

五
月
十
三
日
岸
本
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
ま

し
た
。
本
大
会
に
は
、
溝
口
署
管
内
三
町

か
ら
二
十
二
チ
ー
ム
、
百
二
十
人
が

参
加
。
本
町
か
ら
も
四
チ
ー
ム
二
十

四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
大
会
副
会
長
の
福
田
町
長

が
　
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
。
交
通
安
全
と
健
康
を
心
が

け
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
。

こ
の
あ
と
早
速
競
技
に
う
つ
り
、

選
手
た
ち
は
五
月
晴
れ
の
も
と
、
一

打
ご
と
に
喚
声
を
あ
げ
、
元
気
な
足

取
り
で
球
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

江
府
町
の
選
手
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

七
位
　
谷
口
都
子
さ
ん
（
本
こ

九
位
　
福
田
昭
子
さ
ん
（
本
二
）

手

絶
景
か
な
！
絶
景
か
な
！

毛
無
山
山
開
き

江
府
町
と
岡
山
県
新
庄
村
の
県
境
に
位

置
す
る
、
毛
無
山
（
標
高
一
、
二
一
八
㍍
）

の
登
山
道
山
開
き
祭
が
、
み
ど
り
の
日
の

二
十
九
日
、
中
国
電
力
俣
野
川
ダ
ム
サ
ー

ジ
タ
ン
ク
展
望
駐
車
場
周
辺
で
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
登
山
道
は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
白
馬
の
会
（
坂
口
理
郎
会
長
）

が
、
四
年
前
か
ら
整
備
し
、
以
来
こ
の
日

に
山
開
き
祭
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

登
山
道
入
り
口
に
関
係
者
や
登
山
愛
好

家
ら
二
百
人
余
り
が
参
加
し
て
、
登
山
の

安
全
を
願
い
神
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
参
加
者
は
早
速
登
山
開
始
し

紫
色
の
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
た
カ
タ
ク
リ

を
眺
め
な
が
ら
、
約
二
時
間
後
に
目
指
す

山
頂
に
登
り
つ
め
た
。
登
山
者
は
、
三
百

六
十
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る
景
色
に

疲
れ
を
忘
れ
、
気
分
そ
う
快
の
春
山
登
山

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

◎

▲山頂で一息つく登山者

●
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「交通守全の花を瞑かせよう」

ポロロとピロロも花の種を配り
安全運転を呼びかける

おごとかに行われる

⑳

五
月
十
四
日
、
小
原
の
献
穀
斎
田
で
、

田
植
え
式
が
、
献
穀
者
の
川
上
充
親
さ
ん

を
は
じ
め
、
福
田
町
長
な
ど
関
係
者
お
よ

そ
六
十
人
が
参
加
し
て
お
ご
そ
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

献
穀
斎
田
は
、
米
沢
小
学
校
横
に
あ
り

広
さ
二
雪
で
す
。
は
じ
め
に
神
事
が
行
わ

れ
そ
の
な
か
で
、
四
月
十
四
日
に
播
種
さ

れ
成
長
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
関
係
者

が
一
株
ず
つ
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
1
A
鳥
取
西
部
江
府
町
支

所
の
女
性
グ
ル
ー
プ
　
（
下
垣
恭
子
代
表
）

が
田
植
唄
踊
り
を
披
露
し
て
豊
作
を
祈
願

し
ま
し
た
。

今
後
、
九
月
の
抜
き
穂
式
を
へ
て
、
十

月
二
十
日
頃
、
皇
居
で
献
穀
の
予
定
で
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
始

ま
っ
た
五
月
十
一
日
、
溝
口
署
管

内
の
交
通
安
全
団
体
は
、
佐
川
の

国
道
一
八
一
号
柿
原
入
口
で
、
交

通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
溝
口
地
区
交
通
対
策

協
議
会
（
会
長
　
河
合
岸
本
町
長
）

が
、
溝
口
署
管
内
三
町
の
交
通
指

導
員
や
交
通
安
全
母
の
会
の
協
力

を
得
て
、
毎
年
行
っ
て
る
も
の
で

こ
の
日
は
、
県
立
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
　
「
ポ
ロ
ロ
・
ピ

ロ
ロ
」
も
応
援
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。

関
係
者
は
　
「
交
通
安
全
の
花
を

咲
か
せ
よ
う
」
を
合
い
言
葉
に
花

の
種
と
広
報
チ
ラ
シ
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
配
り
、
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

ト
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
交
通
安
全

母
の
全
会
員

高齢者無事故無違反を競う
～溝口署管内老人クラブ対抗

交通安全コンクール始まる～

⇔五
月
二
十
日
、
溝
口
署
管

内
≡
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
対
抗

交
通
安
全
コ
ン
ク
ー
ル
の
開

始
式
が
、
溝
口
署
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
江
府

町
を
は
じ
め
、
岸
本
・
溝
口

町
か
ら
五
十
六
チ
ー
ム
二
千

五
百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

こ
の
日
か
ら
秋
の
交
通
安
全

運
動
最
終
日
の
九
月
三
十
日

ま
で
の
百
四
十
二
日
間
で
無

事
故
無
違
反
を
競
い
ま
す
。

開
始
式
で
は
、
溝
口
地
区

交
通
対
策
協
議
会
長
の
河
合

岸
本
町
長
が
　
「
み
な
さ
ん
が

と
も
に
手
を
携
え
て
交
通
事

故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
。
こ
れ
に
対
し
、
参

加
者
代
表
が
　
「
一
緒
に
な
っ

て
交
通
安
全
を
目
指
し
ま
す
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

▲宣誓をする参加者代表

春風を受けて元気に泳＜
こいのぼり

四
月
二
十
九
日
、
江
府
町
愛
魚

会
　
（
遠
藤
量
之
会
長
）
　
の
み
な
さ

ん
が
、
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
と
河
川
の
美
化
を
願
っ
て
こ
い

の
ぼ
り
を
掲
げ
ま
し
た
。

十
年
前
か
ら
、
子
供
の
日
を
前

に
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

今
年
も
久
連
橋
と
夜
振
橋
の
欄
干

に
お
よ
そ
二
百
匹
の
こ
い
の
ぼ
り

が
揚
げ
ら
れ
ま
し
た
。

青
空
の
も
と
、
川
風
を
受
け
て

元
気
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
は
、
行

き
交
う
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

こ
い
の
ぼ
り
は
、
町
内
外
か
ら

不
要
と
な
っ
た
も
の
を
毎
年
寄
付

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
も

九
名
の
方
か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▲青空の下元気に泳ぐこいのぼり（夜振橋）

⑦
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農地相談会
農業委員会では、下記のとおり

農地相談を行います。

農地の売買・賃借・相続・贈与・

地目変更・転用などで、困ってお

られることや疑問に思われること

がありましたら、気軽に相談下さい。

農業委員が、交替で相談に応じ

ます。

■相談日　平成11年6月30日（水）

■時　間　午後1時30分～午後4時

■場　所　役場東庁舎小会議室

詳しくは、江府町農業委員会（℡

75－2211）にお問い合わせくだ

さい。

西部町村会会長に
福田町長就任

5月12日、米子市で開催された

西部町村会臨時総会の役員選挙で

福田正臣江府町長が西部町村会の

会長に決まりました。

任期は平成11年6月1日から平

成13年5月31日までの二年間です。

従来の江府町の業務に加え、西部

町村の広域的な業務も担当し、地

方分権・介護保険など今日的な課

題の解決にその手腕が期待されて

います。

資料請求など詳しくは　 鳥取 県 人 事 委 員会
〒680 －857 0　 鳥取 市東 町一 丁 目271 県 庁第二庁 舎 5 階

電話 （0857）26 －755 3
＝ 鳥 取 県 職 員

◆試験日・試験地・受付期間

区　　 分 試　　　　 験　　　　 日 試　　　　 験　　　　 地

第一次試験

6 月 2 7 日 （ 日 ）

（開場時刻） 8 ：30
（開始時刻） 9 ：00

鳥　 取　 市 鳥取県立鳥取西高等学校

米　 子　 市 鳥取県立米子東高等学校

東　 京　 都
専修大学神 田校舎

（修了時刻） 15 ：00 （3 階301号教室）

第二次試験 8 月 4 日（水 ）、5 日（木 ）及 鳥取県庁講　及

鳥取県庁第二庁

堂 （鳥取市東町一丁日都 ）
び

舎 （鳥取市東町一丁目271）（第一次試験合格者）び 6 日（金 ） （予 定 ）

◆受　付　期　間
5月13日（木）～6月2日（水）

◎　郵送された申込書は、6月2日までの消印のあるものに限り受け付
けます。

◎　受付時間　8時30分～17時（土曜日及び日曜日を除く。）

◆試験区分、採用予定者数、受験資格
試 験 区 分 行　　 政 電　　 気 土　　 木 建　　 築 農　　 業 社会 福祉

採用予定者数 32名 1 名 9 名 1 名 4 名 2 名

年 齢 要 件 昭和45年 4 月 2 日から昭和53年 4 月 1 日まで に生 まれた人。

○農　業　農業改良助長法第14条の3に規定する改良普及員の資格（基礎選択項目が農業経営で
あるものに限る。）を有する人文は平成12年3月31日までにこの資格を取得する見込みの人（すで
に農業改良普及員の資格を有する人を含む。）
○社会福祉　社会福祉事業法第18粂各号に規定する社会福祉主事として任用資格を有する人又は平
成12年3月31日までにこの資格を取得する見込みの人

＝警察官
◆試験日・試験地・受付期間
区　　 分 試　　　　 験　　　　 日 試　　　　 験　　　　 地

第一次試験

7 月 1 1 日 （ 日 ）

（開場時刻） 9 ：00
（開始時刻） 9 ：20
（修了時刻） 15 ：00

鳥　 取　 市
鳥取県庁講堂

鳥取市東町一丁目220

米　 子　 市
米子コンペンシ］ンセンター

米子市末広町74

第二次試験 8 月 19 日（木 ）及 び 8 月 2 0 鳥取県警察学校　 鳥取市伏野46－5

（第一次試験合格者）日．（金 ） （予定 ） 鳥取県庁第二庁舎　鳥取市東町一丁目271

◆受　付　期　間
5月13日（木）～6月18日（金）

◎　郵送された申込書は、6月18日までの消印のあるものに限り受け付
けます。

◎　受付時間　8時30分～17時（土曜日及び日曜日を除く）
◆試験区分、採用予定者数、受験資格

採用 予定 者数 7 名

職　 務　 内　 容
警察官 として、個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防
鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の取締その他公共の安全と
秩序の維持の任務に従事します。

年　 齢・要　 件 昭和47年 4 月 2 日か ら昭和53年 4 月 1 日までに生 まれた男性。

◎
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激事故多発
スプレー缶を不燃ごみに出す時は必ず穴をあけてから

▲穴を空けたスプレー缶は不燃ゴミへ

不燃ごみの中のガスボンベに残
った可燃ガスに引火、爆発し火災
が発生する事故が多発しています。
西部広域リサイクルプラザでも
不燃ごみの破砕処理がされており
施設の火災防止はもちろん、作業
員の安全確保のため、ガスなど各
種スプレー缶は、必ず穴をあけ、
ガスを抜いてから不燃物として出
して下さい。（危険防止のため、
屋外で穴をあけて下さい）

箋11回明るい長寿社会づくり
写真コンテストの作品募集

｛テーマ

高齢者の社会活動（はつらつと

した姿やほほえましい光景）

■応募方法

カラープリントで、キャビネ版

または2しのものに題名・撮影場

所・住所・氏名・年齢・性別・電

話番号・作品の説明を記載した応

募用紙を添付する。

■募集締切

6月30日（水）当日消印有効

■表　彰

鳥取県社会福祉協議会長賞

1点（5万円）ほか

『応募・問い合わせ先

鳥取県社会福祉協議会ことぶき

高齢者事業センター

〒680－0846　　鳥取市扇町21

℡（0857）21－1165

日野聴正クインテットLiveTour’99

6月16日（水）江府町日輪閣
開場PM6：00　開演PM7：00

◆前売券3500円（当日券4000円）
主催：アクセスKOFU
後援：ラ工府町　江府町教育委員会　新
日本海新聞社　山陰中央新報社
山陰放送

協資：ふるさと創生人づくり推進委員会

あ問い合せ先：ライトハウスこたに
TEL　0859－75－2101
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特別弔慰金が
お　如

支給されます
◆対象者　戦没者死亡当時の三

親等内親族で次の要件をすべて

満たす方

1．第六回特別弔慰金国庫債券の

受給権を取得していないこと

2．平成11年4月1日現在、公務

扶助料、遺族年金等の受給権

を有する遺族がいないこと

◆支給内容　額面24万円、6年償

還の記名国債

◆請求期間　平成11年4月1日～

平成14年3月31日

◆請求窓口　役場町民課

（℡75－2211）まで

6月1日は
「人権擁護委員の日」

全国の人権擁護委員連合会では、

「人権擁護委員の日」を設け、一

層の人権思想の啓発に努めます。

江府町には、法務大臣から委嘱

を受けられた次の2人の人権擁護

委員がおられます。

◆氏　名　安江久夫（洲河崎）

電　話　75－2208

◆氏名野口是（新一）　●
電　話　75－2806

相談は無料で、秘密は固く守ら

れます。お気軽に相談ください。

⑳ ⑳　 ⑳　 ⑳　　　　　 5 月 分

事 業 所 名 所 在 地 職　　 種 年 齢 賃　　 金 就 業 時 間

（有）川　 上　 運　 輸 江尾36 －5
運 転　　　 手 2 0 ′〉5 0 260，000～290，000

8：00 ′〉17 ：00
自 動 車 修 理 工 18 以上 180，000～200，00 0

（有）江府技研 コンサ　ルタント
武庫 1 198－1

一般土木測量（概括に限る） 3 0 ′〉5 0 260，000～380，000
8 ：3 0～17 ：30

一般土布怒十（闇緒に限る） 3 5 ′〉7 0 295，000 ～550，000
（有）沢　　 玉　　 組 小江尾3－10 土 木　 作　 業　 員 18 ′、ノ5 8 207，000 ～267，000 8 ：00′〉17 ：00
（有）建設機械サービス 佐川10 28－1 重 機　 修　 理 18 ′〉3 0 180，000 ～200，000 8 ：30′）17 ：30
藤　 田　 林　 業 江尾 17 50－2 作 業　　　 貝 20 ′〉5 5 230，000～276，000 8 ：30′〉17 ：00
（有）住　　 田　　 組 佐川88 2 技術管理者及び作業員 20 ′〉6 5 198．000～28 5，000 8 ：15′〉17 ：00

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です）

●求人情報に関する問い合わせ先　 米子公共職業安定所根雨出張所 （T EL 72 －0 065）

※町報掲載時までに充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

⑨
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鯵
㊥
恕
陶
堂
砂
塵
宙

魔
雨
晴
陳
、
∴
±
静
■
災
垂
牢
の
シ
ー
ー
ズ
ン
菅
奇

我
が
国
は
山
地
が
多
く
、
地
盤
が
も
ろ
い
た
め
、
梅
雨
期
、
台
風
期
に
土
石
流
、

多
く
の
人
命
・
財
産
を
奪
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
土
砂
災
害
に
対
す
る
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
お
け
る
行
動
、
備
え
を
日
頃
か
ら
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
で

ど
ん
な
場
所
が
危
険
で
あ
る
か
、

◎

▲豪雨により崩れた現場

山崩れが起こる場所、危険箇所をよく注意してみると、危険信

号と思われる変化が現われる場合が多くあります。

次の4点に特に注意を払ってください。

▲治山事業により整備中の江尾本一地区

Soumu
四角形

Soumu
四角形



今年度専断んぼり　ます
分館長会・体育協会絵会

⑳

四

月

二

十

三

日

（
金
）
　
に
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
で
分
館
長
会

議
・
体
育
協
会
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
生
涯
学
習

計
画
・
公
民
館
事
業
及

び
町
民
体
育
大
会
に
つ

い
て
協
議
。

分
館
長
会
議
後
、
引

き
続
き
体
育
協
会
総
会

を
開
催
。
総
額
百
九
十

八
万
円
の
予
算
を
審
議
。

今
年
も
四
月
二
十
七
日

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
皮
切
り
に
様
々
な
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
五
月
七
日
に

は
、
ナ
イ
タ
ー
開
き
を

開
催
。
今
年
は
運
動
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照

明
を
球
替
え
し
、
開
設

当
時
の
照
度
を
回
復
さ

せ
ま
す
。
（
昨
年
度
グ

ラ
ン
ド
取
替
え
）

文
化
協
会
総
会

▲総会のようす（日輪閣）

五
月
十
四
日
　
（
金
）
　
日
輪
闇
で

文
化
協
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
文
化
協
会
は
、
平
成
八
年
度

に
発
足
、
九
つ
の
団
体
と
、
二
十

五
名
の
会
員
で
構
成
。
今
年
度
も

地
域
文
化
振
興
の
た
め
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
展
覧
会
や
ふ
る

さ
と
探
訪
な
ど
文
化
催
し
を
計
画

団体役員紹介（敬称略）

川木加三
上村藤好
美

音悦佐
夫子子環

稲
恩
鰐
岡
健
男

副
会
長
　
　
　
　
福
田
　
敦
人

″
　
　
　
　
　
　
川
端
　
雄
勇

江
府
町
文
化
協
会

委
員
長

委
　
員

〃〃〃〃〃ルルか

仲谷高宇川藤固自上浜
嶋田津田端原山石原本
川す

勝哲孝　ゑ成湧厚二伸
利志司晃子雄一志郎介

会
　
長
　
　
　
　
木
村
　
悦
子

副
会
長
　
　
　
　
影
山
　
　
猛

″
　
　
　
　
　
　
上
原
　
圭
子

江
府
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

会
　
長
　
　
　
　
福
田
　
昭
子

江
府
町
婦
人
会

会
　
長
　
　
　
　
川
端
す
ゑ
子

江
府
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

仲
嶋
　
勝
利

公
民
館
運

さ
れ
て
い
ま
す
。

）
閣輸日▲川端議長さんの祝辞（

今
年
は
、
二
十
八
名

の
新
入
生
を
迎
え
四
月

二
十
二
日
　
（
木
）
　
に
日

輪
闇
で
入
学
式
を
開
催
。

一
五
〇
名
の
学
園
生
で
、

学
習
活
動
を
行
い
ま
す
。

入
学
式
後
、
学
生
自

治
会
の
総
会
が
行
わ
れ
、

役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

の

自
治
会
新
役
員
は
次

と
お
り
。
　
（
敬
称
略
）

会
長
　
徳
岡
　
和
哉

副
会
長
　
仲
嶋
　
勝
利

〟
　
岡
田
　
キ
ス
エ

‾岩＝雪　上肝mV W肌J l旦1ノP y t）11又　し′

年度社会教育関係各委員・

委
　
員

かガガガ

下清福野奥
垣水田田田

恭純昭　息
子子子茂文

江
府
中
学
校
P
T
A

会
　
長

副
会
長

一

三
好
　
晋
也

南
葉
　
健
一

遠
藤
　
三
鈴

江
尾
小
学
校
P
T
A

会
　
長

副
会
長

委
　
員

〃ルル

活石野川谷小
田

隆

田
喜
代
治

川

端

一

美

小
谷
幸
之
介

江
本
　
由
美

水原田上

米
沢
小
学
校
P
T
A
高
津
　
孝
司

加
藤
　
繁
雄

田
中
み
そ
の

⑳

ト
（
私
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

今
年
は
三
十
七
組
が
参
加
。

開
講
式
後
さ
っ
そ
く
小
麦
粉

粘
土
作
り
を
し
ま
し
た
。

会
　
　
長

副
会
長

県
代
議
員

委
　
　
員

ガガガ〃ガガガ一

谷生森上
原　田田

哲
志
人
美
幸
広
二
郎

明
倫
小
学
校
P
T
A

会
　
長

副
会
長

〃

土
井
垣
史
朗

永
井
　
達
也

瀬
島
　
　
香

遠
藤
　
敏
彦

小
椋
　
理
史

河
上
　
春
美

山
根
　
陽
子

安
部
亜
矢
子

米
田
　
睦
子

江
本
　
由
美

山
口
美
穂
子

俣
野
小
学
校
P
T
A

会
　
長

副
会
長

か

山
中
　
直
美

藤
原
　
泰
久

中
尾
千
津
子

江
府
町
小
・
中
学
校
P
T
A
連
絡
協
議
会

会
　
長

高
津
　
孝
司
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五
月
十
七
日
　
（
月
）
　
特
産
品
研

究
加
工
施
設
で
料
理
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
米
子
の

天
婦
羅
処
「
て
ん
ぞ
山
本
」
　
の
山

本
武
光
さ
ん
が
、
プ
ロ
の
料
理
の

技
を
地
域
の
人
々
に
伝
え
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
生
か
し
て
欲
し
い
と
料
理
の
講

師
を
か
っ
て
で
ら
れ
ま
し
た
。
本

町
以
外
に
も
こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
料
理
教
室
を
開
催
。

当
日
は
、
山
菜
を
使
っ
た
天
婦

羅
と
、
手
打
ち
そ
ば
を
講
習
。
十

五
名
の
参
加
者
は
、
プ
ロ
の
手
さ

ば
き
に
感
嘆
の
声
上
げ
な
が
ら
腕

を
ふ
る
っ
て
い
ま
し
た
。

おいしいダシの作り方

（
材
料
）
・
カ
ツ
オ
　
千
二
百
g

・
み
り
ん
　
（
本
醸
造
）

・
醤
油
　
（
濃
口
）

・
し
い
た
け
　
（
だ
し
用
）

・
砂
糖
（
ざ
ら
め
）

・
酒
　
二
合

カ
ツ
オ
だ
し

濃
口
醤
油

み
り
ん

）
十

し
い
た
け
だ
し
　
適
量

砂
糖
　
小
さ
じ
四

酒
　
四

の
割
り
合
い
で
作
る

※
科
学
調
味
料
は
使
用
し
な
い
こ
と
。

◎

五
月
十
三
日
　
（
木
）
　
江
府
中
学

校
体
育
館
で
中
学
校
芸
術
鑑
賞
教

室
ア
ル
モ
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・
カ

ル
テ
ッ
ト
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
演
奏
会
は
、
中
学
生
の
情

操
の
滴
養
と
芸
術
活
動
へ
の
参
加

の
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
、
優
れ

た
舞
台
芸
術
を
中
学
校
へ
派
遣
し

て
芸
術
活
動
及
び
表
現
活
動
の
機

会
を
確
保
し
、
芸
術
文
化
の
振
興

と
中
学
生
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、
県
教
育
委
貞
会
・
（
財
）
　
日

本
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
・
町
教

育
委
員
会
が
主
催
し
ま
し
た
。

演
奏
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
か
ら
ビ

ゼ
ー
の
カ
ル
メ
ン
幻
想
曲
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
な
ど
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
。
中
学
生
だ

け
で
な
く
、
保
護
者
・
先
生
方
は

プ
ロ
の
妙
技
に
魅
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

◎
第
八
回
町
春
季
交
流
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会

と
き
－
四
月
二
十
七
日
　
（
火
）

会
場
－
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

第
一
位
　
貝
田
A
チ
ー
ム

二
位
　
佐
川
チ
ー
ム

三
位
　
貝
田
B
チ
ー
ム

参
加
八
チ
ー
ム

◎
第
六
回
町
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会

と
き
－
五
月
八
日
　
（
土
）

会
場
－
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド

第
一
位
　
原
　
　
　
豊
　
さ
ん

二
位
　
板
垣
　
孝
子
　
さ
ん

三
位
　
板
垣
　
隆
久
　
さ
ん

参
加
三
十
名

主
催
　
体
育
協
会
・
教
育
委
員
会

▲そばの打ち方から「陶芸の菊練りといっしょです。」

¢¢¢ンガ弓の紬ちe

五
月
十
三
日
　
（
木
）
　
か
ら
俣
野

小
学
校
体
育
館
で
婦
人
学
級
が
開

催
。
内
容
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
、

体
育
指
導
委
員
の
安
部
亜
矢
子
さ

ん
の
指
導
の
も
と
軽
快
な
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
、
池
の
内
婦
人
会
約
二

十
名
の
皆
さ
ん
が
心
地
よ
い
汗
を

か
い
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
、
こ
の
よ
う
に
こ

ち
ら
か
ら
各
地
区
に
出
向
い
て
講

座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

写真講座
とき　6月7日（土）

13：00～15：00（毎月1回の予定）

ところ　山村開発センター
内　容　写真の写し方から、撮影会など。

その他　カメラをご持参下さい
（使い捨て以外なら何でもけっこうです）

お申し込み欄い合わせ先：公民館までTEL75－3211

㊨
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（
小
説
）

◎
恋
愛
中
毒

◎
最
悪

◎
兄
弟

◎
レ
ク
イ
エ
ム

◎
夫
婦
再
発
見

◎
マ
グ
ネ
ッ
ト

山
本
　
文
緒

奥
田
　
英
朗

な
か
に
し
礼

篠
田
　
節
子

田
辺
　
厚
子

山
田
　
詠
美

（
エ
ッ
セ
イ
）

◎
十
七
歳
　
　
　
　
井
上
　
路
望

◎
く
ず
か
ご
の
中
の
詩

◎
ロ
ー
ス
ト
ワ
ー
ル
ド林
　
真
理
子

◎
源
氏
に
愛
さ
れ
た
女
た
ち

渡
辺
　
淳
一

◎
不
発
弾
　
　
　
　
　
乃
南
　
ア
サ

◎
帰
っ
て
き
た
古
畑
任
三
郎

古
畑
任
三
郎
友
の
会

◎
オ
ー
バ
ー
タ
イ
ム

北
川
悦
吏
子

◎
御
手
洗
潔
の
メ
ロ
デ
ィ
島
田
　
荘
司

◎
ウ
メ
子
　
　
　
　
阿
川
佐
和
子

◎
島
津
は
し
る
　
　
池
宮
彰
一
郎

◎
阿
寒
に
果
つ
　
　
渡
辺
　
淳
一

◎
宝
船
ま
つ
り
　
　
平
岩
　
弓
枝

◎
ゴ
ー
ル
ド
マ
イ
ク
　
赤
川
　
次
郎

◎
北
へ
の
殺
人
ル
ー
ト西
村
京
太
郎

◎
老
兵
に
手
を
出
す
な赤
川
　
次
郎

◎
京
都
恋
と
裏
切
り
の
嵯
峨
野

西
村
京
太
郎

◎
カ
レ
ワ
ラ
神
話
と
日
本
神
話

小
泉
　
　
保

◎
四
字
列
語

◎
楽
老
抄

◎
母
を
語
る

◎
爆
笑
大
問
題

◎
失
わ
れ
た
志

◎
弘
の
引
出
し

◎
山
谷
日
記

◎
愛
で
も
く
ら
え

星
野
　
佳
正

所
ジ
ョ
ー
ジ

田
辺
　
聖
子

遠
藤
ふ
き
子

爆
笑
問
題

城
山
　
三
郎

吉
村
　
　
昭

宮
下
　
息
子

ビ
ー
ト
た
け
し

◎
「
い
い
人
」
を
や
め
る
と
楽
に

な
る
　
　
　
　
　
曽
野
　
綾
子

◎
母
業
失
格
　
　
　
井
上
　
朝
子

◎
わ
た
し
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

唯
川
　
　
恵

◎
中
年
以
後
　
　
　
曽
野
　
綾
子

◎
ふ
た
り
の
余
白
　
渡
辺
　
淳
一

◎
切
っ
て
も
切
れ
な
い
わ
が
パ
パ

門
野
　
晴
子

◎
ル
ー
ア
ン
の
丘
　
遠
藤
　
周
作

◎
夢
の
宛
て
先
　
　
中
西
出
版

（
そ
の
他
）

◎
靖
国
　
　
　
　
　
坪
内
　
祐
≡

◎
沈
黙
の
春
　
　
　
カ
ー
ル
ソ
ン

◎
「
書
く
力
」
を
つ
け
る
本

千
本
健
一
郎

◎
黙
し
て
語
ら
ず
　
山
村
　
明
義

◎
日
本
の
瀬
戸
際
　
斯
　
彰
郡

◎
明
日
を
診
る
　
　
堺
屋
　
太
一

（
そ
の
他
）

◎
お
転
婆
ば
あ
の
「
形
見
」
分
け

塩
見
弥
栄
子

◎
楽
天
的
な
ほ
う
が
う
ま
く
い
く

鈴
木
　
健
二

◎
ぼ
く
に
　
「
老
後
」
が
く
る
前
に

永
井
　
　
明

◎
菊
と
葵
の
も
の
が
た
り

影
億
親
王
妃
喜
久
子

◎
う
っ
か
り
八
平
衛
半
世
記
多
力

本
願
　
　
　
　
　
高
橋
元
太
郎

◎
島
倉
千
代
子
と
い
う
人
生

田
勢
　
康
弘

◎
乙
羽
信
子
「
ど
ろ
ん
こ
半
生
紀
」

乙
羽
　
信
子

◎
キ
ャ
ナ
メ
ル
ブ
ッ
ク
ス
　
J
I
 
R
 
O

◎
神
社
と
神
々
　
　
井
上
　
順
孝

◎
今
日
か
ら
わ
か
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
読
本
　
　
　
岡
崎
　
俊
彦

◎
ガ
ン
が
治
っ
た
　
段
　
　
　
勲

◎
昔
話
は
こ
こ
ろ
の
診
察
室

矢
吹
　
省
司

（
大
活
字
本
）

◎
水
な
き
雲
　
（
上
・
中
・
下
）
三
浦
　
綾
子

◎
黄
金
を
抱
い
て
翔
べ
　
（
上
・
下
）

高
村
　
　
薫

◎
明
日
泥
棒
（
上
・
下
）
小
松
　
左
京

◎
お
伽
革
　
（
上
・
下
）

太
宰
　
　
治

■
お
す
す
め
の
李

◎
本
当
は
恐
ろ
し
い
グ
リ
ム
童
話

桐
生
　
　
操

（
実
母
を
処
刑
し
た
白
雪
姫
、
魔
法

の
力
を
借
り
な
か
っ
た
シ
ン
デ
レ
ラ
、

封
印
さ
れ
た
真
実
の
物
語
が
、
今

開
か
れ
る
。
）

◎
莱
荊
子
　
　
　
　
夏
木
　
静
子

（
雛
祭
り
の
日
、
十
九
歳
の
木
野
菜

荊
子
は
、
幼
い
頃
の
自
分
に
そ
っ

く
り
な
少
女
の
写
真
を
見
つ
け
て

疑
念
を
抱
く
。
最
先
端
の
生
殖
医

学
を
背
景
に
生
命
の
根
源
を
間
っ
ミ
ス

テ
リ
ー
。
）

◎
い
よ
い
よ
華
や
ぐ
　
瀬
戸
内
寂
聴

（
藤
木
阿
砂
九
二
歳
。
俳
人
に
し
て

小
料
理
屋
の
女
将
。
彼
女
の
波
乱

の
人
生
を
中
心
と
し
た
、
女
性
た
ち
の

「
生
」
が
溢
れ
る
長
編
小
説
。
）

◎
育
て
た
よ
う
に
子
は
育
つ
相
田
み
つ
を

（
い
じ
め
・
登
校
拒
否
・
家
庭
内

暴
力
・
世
の
中
ど
こ
か
お
か
し
い
。

子
ど
も
と
共
に
悩
み
、
一
緒
に
成

長
し
ょ
う
と
願
う
親
へ
の
、
こ
の

う
え
な
く
暖
か
い
励
ま
し
の
こ
と

ば
。
）

⑳
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届け出はお

e

職場の健康保険などでは、加入・脱退などの届け出は雇用者が行いますが、国民健

康保険の場合には、各自が責任をもって行わなければなりません。

国保の届け出は、各世帯ごとに世帯主か行います。

こんなときには届け出を　「届け出は14日以内に」

こ　んな　と　き 持参するもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他市区町村 から転入 した とき 印鑑、転出証明書

他の健康保険な どを脱退 した とき 印鑑、健保の離脱証明書

生活保護 を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

子 どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳

外国人が加入するとき 外国人登録証明書

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

他市区町村へ転 出したとき 印鑑、保険証

他の健康保険な どに加入 したとき 印鑑、国保 と健保の保険証

生活保護 を受けはじめた とき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

死亡 したとき 印鑑、保険証、死亡を証明するもの

外国人が脱退するとき ・ 保険証、外国人登録証明書

そ

の

他

退職者医療制度に該当 したとき 印鑑 、年金証書、保険証

退職者医療制度に該当 しな くなった とき 印鑑、保険証

住所、世帯主、氏名などが変わった とき 印鑑、保険証

保険証をなくしたり、よごれて使えなくなったとき 印鑑、保険証、身分を証明するもの

修学のため、子どもが他の市区町村に住むとき 印鑑、保険証、在学証明書

長期旅行 などで別個の保険証が必要なとき 印鑑 、保 険証

圏

億
『
読
め
恕
愈
詞
脅
』
⑳

健
康
通

加入の資格が発生し

た時点にさかのぼって

保険税を納付しなけれ

ばなりません。また、保険証がない

ため、医療費は全額自己負担となり

ます。

国保の資格がなくな

に国保で診療

応’■■1a′－1を受けた場合は、国保

で負担した分の医療費を返してもら

うことになります。また、国保と被

用者保険の両方に保険税（料）を納

めてしまうことがあります。

老人保健　今月の医療費（3月診療分）

対象者数 （人） 総医療費（10割）（円） 一人当た り医療費 く円）

国　 保 5 3 0 3 3 ，4 4 9 ，5 6 5 6 3 ，1 1 2

社　 保 4 1 1 2 4 ，14 1，3 9 1 5 8 ，7 3 8

計 9 4 1 5 7 ，5 9 0 ，9 5 6 6 1，2 0 1

◎
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日野病院だより⑰

泌尿器科

宮川征男医師
（鳥取大学医学部教授）

起
こ
さ
ず
・
怒
ら
ず
・
焦
ら
ず

オ
ネ
シ
ョ
は
ど
れ
く
ら
い
多
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。
五
歳
の
子
供

で
十
五
～
二
十
％
、
十
歳
で
五
％

大
人
で
も
一
⊥
二
％
ぐ
ら
い
が
、

月
に
一
回
以
上
の
オ
ネ
シ
ョ
を
み

と
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ

ネ
シ
ョ
は
癌
や
心
臓
病
の
よ
う
に

命
を
奪
う
よ
う
な
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
人
や
両
親
、
家
族

を
大
い
に
苦
し
め
る
問
題
で
す
。

今
回
は
オ
ネ
シ
ョ
に
つ
い
て
簡
単

に
お
話
し
し
ま
す
。

オ
ネ
シ
ョ
の
原
因

オ
ネ
シ
ョ
の
原
因
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
の
考
え
が
あ
り
ま
す
。

第
一
は
、
脳
の
目
覚
ま
し
中
枢
が

未
発
達
と
の
考
え
で
す
。
膀
胱
が

尿
で
一
杯
に
な
る
と
、
膀
胱
壁
か

ら
の
伸
展
刺
激
が
脳
の
尿
意
の
中

枢
に
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
目
覚
ま

⑳

し
の
中
枢
に
刺
激
が
伝
え
ら
れ
て

日
が
覚
め
、
オ
シ
ツ
コ
に
い
く
、

と
い
う
の
が
正
常
で
す
。
オ
ネ
シ

ョ
の
子
供
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
発
育
が
悪
く
、
目
覚
め
な
い
う

ち
に
排
尿
し
て
し
ま
う
と
の
考
え

で
す
　
（
覚
醒
障
害
説
）
。
第
二
は

夜
間
の
尿
量
が
多
す
ぎ
る
た
め
と

の
考
え
で
す
。
人
間
に
は
バ
ゾ
プ

レ
ッ
シ
ン
と
い
っ
て
、
尿
を
作
ら

な
く
す
る
ホ
ル
モ
ン
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
ホ
ル
モ
ン
は
日
中
に
比

べ
、
夜
中
に
沢
山
分
泌
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
夜
間
尿
量
が
減
少
し

ま
す
。
と
こ
ろ
が
オ
ネ
シ
ョ
の
子

供
で
は
夜
間
睡
眠
時
の
バ
ゾ
プ
レ

ッ
シ
ン
増
加
が
起
こ
ら
ず
、
夜
間

多
尿
に
な
り
、
尿
量
が
膀
胱
の
大

き
さ
を
上
回
り
、
オ
ネ
シ
ョ
を
し

て
し
ま
う
と
の
考
え
で
す
　
（
夜
間

多
尿
説
）
。
以
上
の
二
つ
が
代
表

的
な
考
え
で
す
が
、
も
う
一
つ
睡

眠
時
の
膀
胱
容
量
増
大
効
果
が
未

完
成
な
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
育
と
と
も
に
な
お
る

こ
の
よ
う
に
、
オ
ネ
シ
ョ
に
は

い
く
つ
か
の
因
子
が
あ
り
、
各
児

童
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
の

関
与
の
割
合
が
違
い
、
夜
間
多
尿

の
目
立
つ
児
も
あ
れ
ば
、
覚
醒
障

害
が
強
い
例
、
あ
る
い
は
睡
眠
時

膜
胱
増
大
効
果
が
不
十
分
な
こ
と

が
特
徴
の
オ
ネ
シ
ョ
の
児
が
存
在

す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
特
徴

は
ど
う
あ
れ
、
い
ず
れ
に
し
て
も

発
育
遅
延
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
因
子
は
発
育
と
と
も
に
消

失
し
、
オ
ネ
シ
ョ
も
癒
っ
て
い
く

の
で
す
。
精
神
的
因
子
が
影
響
し

て
い
る
と
の
考
え
も
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
む
し
ろ
、
オ
ネ
シ
ョ

が
原
因
で
精
神
的
障
害
が
生
じ
る

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。お
母
さ
ん
の
中
に
は
オ
ネ
シ
ョ

を
さ
し
た
く
な
い
一
心
で
、
夜
中

に
子
供
を
起
こ
し
て
オ
シ
ツ
コ
さ

せ
る
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

覚
醒
中
枢
の
発
達
を
邪
魔
す
る
の

で
薦
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
家

族
や
周
囲
の
人
々
が
オ
ネ
シ
ョ
を

●
し
た
子
に
、
悪
い
こ
と
で
も
し
た

よ
う
に
接
す
る
と
、
子
供
に
精
神

的
圧
迫
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
オ
ネ
シ
ョ
は
覚
醒
中
枢
や
勝

胱
の
発
育
が
遅
い
た
め
に
起
き
て

し
ま
う
、
あ
る
程
度
や
む
得
な
い

現
象
と
い
っ
て
も
許
さ
れ
る
で
し

ょ
う
し
、
成
長
す
れ
ば
大
多
数
は

癒
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
本
人
自

身
も
辛
い
気
持
ち
で
い
る
の
で
し

ょ
う
か
ら
、
優
し
い
気
持
ち
で
接

し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
い
わ
ゆ
る

「
起
こ
さ
ず
・
怒
ら
ず
・
焦
ら

ず
」
　
で
す
。

治
療
に
つ
い
て
は
、
根
本
的
に

は
成
長
を
ま
つ
の
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
型
ご
と
に
、
対
症
療
法
が

あ
り
ま
す
。
膀
胱
を
大
き
く
す
る

薬
と
か
、
夜
間
多
尿
を
抑
え
る
薬

あ
る
い
は
覚
醒
を
刺
激
す
る
薬
剤

で
す
。
も
し
、
困
っ
て
お
ら
れ
る

場
合
に
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。

新任医師紹介

日野病院内科

松浦隆彦医師

平成11年4月1日付で日野
病院内科に赴任しました。
過去2年間も週1回内科外
来のお手伝いをさせていただ
いていましたが、この度、鳥
取大学医学部第二内科で大学
院を終え赴任となりました。
まだまだ医師としては半人前
ですが、消化器を中心にがん
ばっていきたいと思いますの
で皆様宜しくお願い致します。

表
紙
の
写
真
を
撮
ろ
う
と
少

年
野
球
チ
ー
ム
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ

ア
江
府
の
取
材
に
行
っ
て
び
っ

く
り
。
小
学
三
年
か
ら
六
年
ま

で
大
き
い
子
、
小
さ
い
子
い
ろ

い
ろ
い
る
け
ど
み
ん
な
筋
が
い

い
。
ち
ょ
っ
と
大
き
め
だ
け
ど
、

白
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
声
を

出
し
、
一
生
懸
命
ボ
ー
ル
を
追

う
姿
は
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
く
、

わ
れ
わ
れ
の
子
供
の
頃
は
、
少

年
野
球
チ
ー
ム
な
ど
な
か
っ
た

の
で
、
羨
ま
し
く
も
あ
り
ま
し

た
▼
今
年
は
、
米
子
市
で
四
十

四
年
ぶ
り
に
プ
ロ
野
球
セ
リ
ー

グ
公
式
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
い
将
来
、
こ
の
な
か
か
ら
、

観
客
い
っ
ぱ
い
の
球
場
で
プ
レ

ー
す
る
プ
ロ
選
手
が
生
ま
れ
出

る
こ
と
を
願
い
、
町
民
グ
ラ
ン

ド
を
後
に
し
ま
し
た
。

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



家業の石版胆は毛う卒崇しました。

江府町地域振興（株）勤務

遠藤　亜希子さん（本三・26歳）
●仕事について教えてください。

現在は、今度できる奥大山自然ふれあい促進センター内地ビー

ル工場の建設準備やビール醸造についての研修を受けたりして

います。ビールって生き物なんですよ。酵母によって麦汁がア

ルコールに変化するんですが、発酵の温度や時間で、色・香り

・味が微妙に変化するのでとても不思議で奥が深いんです。

●趣味や特技を教えてください。

多趣味で、自分で何かを生み出すことが好きです。

音楽観賞・カラオケ（もののけ姫の主題歌なら誰にも負けませ

ん…なんて。）・ピアノ演奏（ベートーベン月光第一楽章が得

⑳　詰．主誓芸這雪芸孟デ‡崇誓笑壷で舞台芸術を専攻して、
自作のミュージカルにも出演したんですよ。

●夢を教えてください。

自分の作ったビールをあ害さんと飲みながら、歌ったり踊った

りすることです。

●理想の男性を教えてください。

お酉か飲めて、祭り好きで、きっぶガ良くて、裏表のないサラ

リーマン金太郎のような人です。

食談筏杏育め チャレンジ・クッキング

～鶏肉のウメチーズロール～

乳製品等のカルシウムを多く含む食
品を使い、骨粗馨症の予防をしましょう
梅味のさっぱりとした献立です。

〔材料〕4人分

●梅干……………………1個

●ささ身………………‥250g

●こしょう………………少々

●プロセスチーズ………60g

●小麦粉…………………適量

●溶き卵……………1カップ

●ゆかり…………小さじ2杯

●レモン…………………毎個

●パセリ…………………少々

●揚げ油…………………適量

エネルギー………248Kacl

カルシウム…………110mg

塩分…………………1．4g

提供
江府町食生活改善推進協議会

◆作り方
0ささ身は筋をと
にし、こしょうをふる。

◎梅干しは種を除き、細かく
たたき、チーズは7～8m
角の棒状に切る。
◎ささ身の開いた面に梅肉を
薄くぬりチーズをのせてく
るくると巻く。これに小麦
粉、卵、ゆかりを加えてパ
ン粉の順にまぶしつける。
◎揚げ油を170度に熟して◎を
入れ、色よくからりと揚げる。
◎一口大に切り、器に盛り、
くし形に切ったレモンとパ
セリを添える。

人の動き竺盟
ごお誕生おめでとう

（住所）（氏　名）（性別）（保護者）

小江尾　浜田　直明　男　　泰文

貝　田　車　　大輔　男　　隆司

◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

荒　田　井上　菊代　91歳　　和子

洲河崎　浦部　柾男　53歳　　貴正

本　一　細田　静枝　81歳　　有

本　一　堀田　金禰　77歳　　博敏

＋　†十一

世帯数1，219世帯（－4）　人口4，235人（－20）　男1，995人（－9）　女2，240人（－11）（）は前月比　4月末

犀毒萱発行／江府町役場　謡3㌶号と曇翳白票講評吉野5編集／総務課印刷／冨士印刷（有）
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